





























































































































































































































































































































































	表紙
	中表紙
	はしがき
	位置図
	目次
	要約
	総論
	第1章 序論
	1-1 調査の経緯および目的
	1-2 調査の内容
	1-3 調査団の編成
	1-4 従来の調査
	1-5 参考文献

	第2章 調査地域の概要
	2-1 位置・交通
	2-2 地形・水系
	2-3 気候および植生

	第3章 総合検討
	3-1 地質調査
	3-1-1 準精査地区
	(1) 地質層序
	(2) 地質構造
	(3) 鉛同位体測定結果
	(4) 石灰岩化学分析結果
	(5) 鉱床

	3-1-2 精査地区
	(1) Perau地区
	(2) Barrinha地区


	3-2 物理探査
	(1) IP法電気探査結果
	(2) スペクトルIP法電気探査

	3-3 ボーリング調査

	第4章 結論および第四年次調査への提言
	4-1 結論
	4-2 第四年次調査への提言


	各論
	第Ⅰ部　地質調査
	第1章 準精査地区
	1-1 地質
	1-1-1 概説
	1-1-2 地質層序
	(1) Açungui Ⅰ層
	(2) Açungui Ⅱ層
	(3) Açungui Ⅲ層

	1-1-3 貫入岩類
	(1) 変塩基性岩類
	(2) 花崗岩類
	(3) 輝緑岩類

	1-1-4 変成作用
	1-1-5 地質構造
	(1) 褶曲構造
	(2) 断層構造
	(3) 小構造

	1-1-6 地質構造発達史

	1-2 鉱床
	1-2-1 概説
	1-2-2 鉱床各論
	(1) Espirito Santo地区
	(2) Furnas地区
	(3) Lageado地区
	(4) Itaoca東部地区

	1-2-3 鉛同位体測定結果
	1-2-4 石灰岩化学分析結果
	(1) 分析の目的
	(2) 採試方法，分析成分および分析方法
	(3) 分析結果について

	1-2-5 鉱床生成に関する考察
	1-2-6 今後の探鉱余地





